
人口減少社会における地域を支える人材育成と
専門高校の役割について

本県の教育課題について

（背景）
・人口減少の進行
・労働需要におけるギャップ
2040年には、事務職に余剰が生じる一方、AI・ロボット等利活用
人材や現場人材が不足する見込み
・産学官が連携し、産業構造や就業構造の変化に対応する「産業イノ
ベーション人材」 の育成が急務

＜論点＞
・2040年を見据え、どのような人材を育成するのか
・専門高校の魅力をどう再定義し、志願者を増やすのか
・産業界、大学等とどのような連携を構築するのか 等

新潟県
テキストボックス
資料



１ 本県の人材育成上の課題について
■人口減少の進行

■労働需要におけるギャップ

・生産年齢人口が 年から 年にかけて約 ％減少

・有効求人倍率の高止まり（ 現在 倍 全国 位）
・一方で、業種間の大きな需要ギャップが顕在（最高： 倍、最低 倍）

・県内製造業における従業者１人あたりの付加価値額が全国平均を下回る状況
（全業種における１事業所当たり付加価値額 百万円（全国 百万円））

・基幹的農業従事者の減少と高齢化の進行

・ 年には、事務職に余剰が生じる一方、 ・ロボット等利活用人材や
現場人材が不足する見込み

（事務職：＋ 万人、 ・ロボット等利活用人材：－ 万人 現場人材：－ 万人）

■労働生産性の向上が課題

・ロボット等の利活用やリスキリング等により労働需要の効率化が図られる一方、需給
ギャップのリスクが想定される中、将来を見据え、産学官が連携し、産業構造や就業構造の変
化に対応し、 活用や 等の推進により本県の労働生産性の向上と産業の付加価値の向上を図
ることができる「産業イノベーション人材」の育成が急務



２ 専門高校の現状（概要）

進路状況

令和８年３月卒業者

うち県内就職
208人(90.0%)

○地域産業の持続的な成長を牽引する最先端の職業人材育成を目指す。
○専門的な学びを深めるため、大学等、上級学校進学への支援を進める。
○複数の専門学科をあわせもつ「産業高校」を設置し、経営や技術面にお
いても産業界をリードする人材の育成に努める。

○一定規模の学校の配置を維持することで教育の質の維持・向上を図る。

「県立高校の将来構想」（R7.3策定）

新潟県の専門高校 インターンシップ・デュアルシステム

職業資格の取得
・日商簿記検定 ・技能検定（旋盤、機械検査、建築大工、造園等）・測量士補
・情報処理技術者 ・危険物取扱者 ・電気工事士 ・ボイラー技師 ・潜水士

23校（県立22校、私立１校）
農業４校 工業８校（普通科併設の新発田南高校含む）
商業６校 家庭３校 水産１校
看護１校（加茂暁星高校）
（※塩沢商工高校が工業科、商業科を併設）

専門学科の生徒数 約8,200人(R7年度)
（高等学校生徒全体の17.3％）

専門学科の学び

農業
・農業生物の育成、森林保全、食品加工等、食と農に関する技術
工業
・ 機械、電気、工業化学、土木、建築、デザイン等、ものづくり技術
商業
・ 経営、会計、情報処理、マーケティング等、ビジネスに関する技術
水産
・ 水産資源の増殖、海洋環境保護等、水産・海洋に関する技術
家庭
・ 食物調理、被服製作、保育等、暮らしを支える実践的な技術
看護
・ 看護の基礎知識・技術、患者への対応等、医療に関する技術

インターンシップ
・２、３日程度の短期間 ・勤労観、職業観を育み、自己の将来を考える機会とする。
デュアルシステム
・10日間程度の長期間 ・実践的な職業知識や技術の習得も目指す。

資格・検定

競技大会・コンテスト

専門知識や技術を活かした各種大会
・農業鑑定大会 ・家畜審査協議大会 ・ものづくりコンテスト ・ロボット競技大会
・簿記競技大会 ・プログラミング、ビジネスプランコンテスト ・ダイビングコンテスト

農業 工業 商業
専修学校等
243人
(42.3%)

就職
231人
(40.2%)

大学等
78人

(13.6%)

専修学校等
182人
(16.4%)

就職
661人
(59.6%)

大学等
228人
(20.6%) 専修学校等

268人
(35.8%)

就職
178人
(23.8%)

大学等
298人
(39.8%)

うち県内就職
566人(85.6%)

うち県内就職
157人(88.2%)



２ 専門高校の現状等（志願状況）①
○ 普通科系と専門学科系の募集定員比率及び入学者数比率（公立私立全日制課程、過去10年間）

○ 専門学科及び普通科の志願状況（公立一般選抜、過去３年間）

※ 普通科系：普通科＋その他の専門学科（理数科、音楽科など） 専門学科系：総合学科＋専門学科

【参考】定員充足率（募集定員に対する入学者数 公立私立全日制課程、過去10年間）

年度 H29 H30 H31 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8

普通科系 74.1% 73.7% 74.1% 73.8% 74.3% 74.1% 74.7% 74.1% 74.2% 74.2%

専門学科系 25.9% 26.3% 25.9% 26.2% 25.7% 25.9% 25.3% 25.9% 25.8% 25.8%

募集定員
比率

年度 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8

普通科系 74.0% 73.5% 74.0% 73.8% 73.9% 74.3% 75.1% 74.4% 74.7% 75.5%

専門学科系 26.0% 26.5% 26.0% 26.2% 26.1% 25.7% 24.9% 25.6% 25.3% 24.5%

入学者数
比率

年度 H29 H30 H31 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8

普通科系 96.8% 96.5% 96.0% 95.7% 94.2% 95.2% 95.3% 94.9% 95.2% 97.0%

専門学科系 97.6% 97.3% 96.9% 96.0% 95.7% 94.0% 92.9% 93.3% 92.8% 90.7%

充足率

学科名 Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ８募集人数

農業科 1.12 1.10 1.00 640

工業科 0.98 0.85 0.83 1,350

商業科 1.06 0.97 1.03 800

水産科 0.87 1.08 0.98 80

家庭科 1.25 1.29 1.19 120

専門学科 1.04 0.98 0.96 2,990

普通科 1.04 1.05 1.01 7,080



２ 専門高校の現状等（志願状況）②

（１）農業科
農業科では、直近３年、全体の志願倍率が１倍を超えているものの、一

部の学校では定員割れもみられる。学科全体でも低下傾向にある。

学校名 学科名 Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ８募集人数

新発田農業 農業 1.10 1.09 1.02 160

長岡農業 農業 1.10 1.23 1.02 160

加茂農林 農業 1.08 0.85 0.79 160

高田農業 農業 1.21 1.25 1.16 160

1.12 1.10 1.00 640全体



２ 専門高校の現状等（志願状況）③

（２）工業科
工業科では、全般的に倍率が１倍を下回る学校が多く、生徒、保護者、

中学校教員等に、その魅力をより積極的に発信することが求められる。

学校名 学科名 Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ８募集人数

新潟工業 ミライ創造工学 1.23 0.95 0.93 280

工業マイスター 1.30 0.70 1.02 40

生産工学 0.40 0.40 0.70 40

ロボット工学 0.47 0.50 0.75 40

日本建築 1.03 0.53 1.06 30

新発田南 工業 1.01 1.02 0.96 160

長岡工業 工業 1.15 1.01 0.95 200

新潟県央工業 工業 0.70 0.73 0.57 160

塩沢商工 地域創造工学 0.40 0.48 0.40 80

柏崎工業 工業 0.96 0.71 0.45 120

上越総合技術 工業 1.09 0.96 1.10 200

0.98 0.85 0.83 1,350全体

新津工業



２ 専門高校の現状等（志願状況）④

（３）商業科
商業科では、令和元年度の1.21倍から大きく低下しており、時代の変化

や社会のニーズに対応した、商業科の新しいあり方についても検討してい
く必要がある。

学校名 学科名 Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ８募集人数

総合ビジネス 1.53 1.47 1.42 160

情報処理 1.16 1.03 1.17 80

新発田商業 商業 1.01 0.74 0.87 120

長岡商業 総合ビジネス 0.87 0.80 1.02 160

三条商業 総合ビジネス 0.99 1.00 0.83 120

塩沢商工 商業 0.47 0.42 0.57 40

高田商業 総合ビジネス 1.00 0.98 1.00 120

1.06 0.97 1.03 800全体

新潟商業



２ 専門高校の現状等（志願状況）⑤

（４）水産科
県内唯一の水産科である海洋高校では、例年、県外から20人以上の志願

者が集まり、地元の生徒数が減少する中、１倍前後の志願倍率を維持して
いる。

（５）家庭科
家庭科は、生徒数が減少する中にあっても、一定の志願者数を確保し、

１倍を超える志願倍率を維持している。学科の特色に加え、これらの学校
が都市部に立地し、また、一定規模の普通科と併設されていることも一因
と考えられる。

学校名 学科名 Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ８募集人数

海洋 水産 0.87 1.08 0.98 80

学校名 学科名 Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ８募集人数

新潟中央 食物 1.42 1.26 0.95 40

長岡大手 家政 1.05 1.41 1.27 40

高田北城 生活文化 1.30 1.22 1.35 40

1.25 1.29 1.19 120全体



「県立高校の将来構想」(Ｒ７年３月公表）

具体的な計画

「令和８年度～令和11年度 県立高校等再編整備計画」
（Ｒ７年６月公表）

中長期再編整備（ 年間）

向こう４か年分の再編整備計画

〇 令和11年度に、新潟県央工業高校と三条商業高校を統合し、工業系学

科と商業系学科を併せ持つ新たな専門学科の高校「産業高校」を設置す

る計画を公表。

３「産業高校」の設置について①



３「産業高校」の設置について②
職業教育を主とする専門学科

新潟県央工業高校と三条商業高校を統合
〇 生徒が自分の所属する工業系学科または商業学科での深い学びを軸としながら、
他の専門学科との横断的・協働的な学びを進め、新しい価値を創造し、経営や技術
面において産業界をリードする人材を育成

令和11年度 「産業高校」の設置

〇 地域産業界や大学等の高等教育機関と連携した実践的な職業教育やインターンシ
ップ、デュアルシステム等を組み入れた、産学官が一体となった教育課程を開発

【「将来構想」で示した「産業高校」の基本的な考え方】
〇 複数の専門学科を併せ持つ「産業高校」を設置し、本県産業を支えるととも
に、新しい価値を創造し、経営や技術面においても産業界をリードする人材を
育成

〇 将来の起業を想定したアントレプレナーシップ教育や、海外との取引を想定し、
国際理解教育にも取組む



３「産業高校」の設置について③

産業高校のイメージ



３「産業高校」の設置について④

産業高校の設置に向けた準備状況

■ 産業高校あり方検討に関するワーキンググループ
〇 「将来構想」で示した複数の専門学科を併せ持つ高校として設置する
「産業高校」のあり方に対する意見を有識者から得るために設置

「意見まとめ」を公表（令和８年３月）

（令和７年度に３回実施）

概要日時回
・ 議題１ 県内専門高校の現状と課題
・ 議題２ 今後の専門教育のあり方
・ 議題３ 本県「産業高校」のあり方

７月24日(木)第１回

・ 授業視察、施設・設備視察（新潟県央工業高等学校・三条商業
高等学校）

・ 意見交換（「産業高校」のあり方等）
11月７日(金)第２回

・ 「意見まとめ」の作成に向けて１月19日(月)第３回



３「産業高校」の設置について⑤
「産業高校のあり方検討に関するワーキンググループ意見まとめ（R8.3）」
【要点】
・少子化や産業構造の変化を踏まえ、専門高校の役割を再定義する必要がある。

・デュアルシステムやインターンシップ等を通じ、地域産業と結び付いた実践的な
学びを充実させるべきである。

・地域や企業、大学、自治体等との連携を強化し、教育の質を高め、連携を円滑に
進めるため、コーディネーター配置や受入側のメリットとなる仕組みが重要であ
る。

・コミュニティ・スクールの採用についても検討し、開校前から地域・産業界と協働
して準備を進めるべきである。

・広報では、在校生や小中学生の意見も取り入れ、生徒の参画意識を高める。

・総合学科との差別化、学習環境整備、県外募集の可能性も検討するべきである。

・地域の持続的発展に必要な人材育成の拠点となることが期待される。



４「 （ネクスト）ハイスクール構想」について①

文部科学省「令和７年度補正予算（案）について」（令和７年 月５日）から抜粋



４「 （ネクスト）ハイスクール構想」について②

文部科学省「令和７年度補正予算（案）について」（令和７年 月５日）から抜粋



４「 （ネクスト）ハイスクール構想について」③

「N-E.X.T.（ネクスト）ハイスクール構想」で示された取組
は、「県立高校の将来構想」や「県立高校等再編整備計画」で
示した方向性と一致

県の対応について

専門高校を含む県立高校の魅力ある学校づくりに向け、国の
財政的支援を効果的に活用していく。


